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2006 年  08 月  10 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火大会 1  

 あと一週間で熊野市最大のイベント『熊野大花火大会』です。 
 今月に入った頃から会場になる木本町と井戸町にまたがる七里御浜にはビニール

テープによる場所取りが行われています。てんでんバラバラに結構広い区画を占領し

にかかります。 
 我が家の前あたりは観光協会了承の元に観光バス会社が確保するようです。観光バ

スも曜日によりますが結構来ますから観客席の確保も大変かと思います。 
 今回の台風で場所取りが流されて浜がきれいになるかと思いきや、波が小さくてき

れいになりませんでした。今日はブルドーザーによって傾斜の調整などを行うのでか

なりの部分が押しつぶされます。杭だけならいいのですが、長いビニールテープを張

り巡らせてあるので、人力でそれを取らないとブルの手に負えません。困ったもので

す。 
 花火当日は大幅な交通規制が行われます。指定の駐車場に向かう道路以外には車は

入れなくなります。木本町、井戸町のほとんどの部分は許可証が必要になります。以

前この許可証には大きく丸の中に花という字が書かれていました。そのため、地元で

は『○花マーク』と言います。鬼ヶ城のイラストになったりしていましたが、今年の

は全く色気のないものになりました。 

 
 これが無いと当日の正午以降は町内には入れません。たとえ自宅の駐車場があろう

とお巡りさんは通してくれません。ほんの 20ｍほどでも今では認めてくれません。

従って、万が一にでも車を当日動かす可能性があればこれを取得しておかなくては困

ったことになります。もっとも、正午を過ぎるあたりから停滞が始まるので地元木本

の人は車を出して出かけるなんてことはしません。これは大きなイベントを抱えると

ころなら何処でも起きることですね。 
 この許可証の交付は明日１１日までです。車検証の写しと運転手の免許証と印鑑を

持って熊野警察署に行かなくてはなりません。運転手は交代していても問題はないよ

うですが、車のナンバーはチェックされることもあるでしょうね。本来は車に対する

許可ですからね。車検証は FAX による写しでも通用します。少々記事にするのが遅

かったですね。         by je2luz | 2006-08-10 12:05  



2006 年  08 月  11 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火大会 2  

 熊野大花火大会は熊野灘に面した七里御浜・木本の浜が会場です。 
 昔は仕掛けも打ち上げもこの浜で行っていましたが、海岸浸食によって浜が狭くな

ってきたのと、打ち上げに適した場所が会場の両端に出来たので普通の打ち上げは左

右から打ちあがり。仕掛けの文字などが波打ち際に並ぶ形になりました。昔に比べ安

全ラインなどが厳しくなっているのでこのように変わっています。 
 今は土用波の季節、台風が発生すると波が大きくなるので波打ち際の使えるところ

が段々上になってきます。つまり、見物席がどんどん狭くなるということです。少し

近づくと浜に居ることが危なくなりますから、空が上天気でも花火は延期になります。

めったに無いことですが、雨ではなく台風で大幅に伸びたこともあります。 

 
 
 この写真の左側は国道 42 号線、目の前のが堤防に作られた『桟敷』です。右側に

は七里御浜がありここが一般の観客席になります。 
 この桟敷は昔は海に面した家に作る権利がありました。全国に多くあるのですが、

『海に面した家は家の幅だけ沖まで自分のもの』という慣例法があったからです。 
今は、私の家を含め土着の人も桟敷を組むことはなくなりました。そして、好き勝

手な場所取りの時代になり揉め事も増えたので、今は堤防の管理者の三重県の土木が

許可を出して作るようになっています。 
個人よりは組織、企業関係が多いようです。規格というものがないのでてんでんば

らばらで作られています。この桟敷一杯に人が入るところは少ないですね。特等席な

のですが、これを組んで、終わったらさばいて片付けるということはものすごく高い

ものにつきます。だから、個人の家では組まなくなっていったのです。観客から桟敷

料を取れば組み立て代は出ますが… 
 向こうに見える山の裾が鬼ヶ城西口になり、ここの岩壁に花火を仕掛けるのが、こ

こでしか出来ない『鬼ヶ城大仕掛け』です。海面の向かって打ち出すもの、更には地

面に置いた尺玉が自爆するものですが、穴だらけの鬼ヶ城の岩が反響板になるのと、

地面で爆発するのとで、この桟敷まで爆風と地響きが伝わってきます。大音量の重低

音スピーカーでもこれは出せません。このすぐ後の私の家などはガラスではなく家全

体が揺れます。 
 これは、来た人にしかわかりません。説明の仕様がないのです。ただ、ほかでは条



件的に出来ないので、お金を一杯かける各地の花火に熊野大花火が勝てる部分なので

す。 
 録音再生したら確実にウーファーがはがれるでしょうね。  
Tags:熊野市 国道４２号線     by je2luz | 2006-08-11 09:55 

 

 

 

 

2006 年  08 月  12 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火大会 3  

 日本の祭り、イベントに付き物なのは雑踏と露店です。 
 熊野大花火もその例に漏れず露店が立ち並びます。 
 地元にはもう本職の露天商が居ない状態なのと、大きなイベントなので全国から露

天商が押し寄せて大変な数の店が並びます。 
 昔はきちんと整理できず、かなり入り組んだ形でしたが、今は浜の中は主催者が管

理していてきれいに一列に並んでいます。管理する代わりに通路の確保から電源の確

保まで世話をしています。 
 堤防沿いには臨時に柱が立てられ、放送用の電線や電気用の電線が設置されます。 

 
 この露店と言うものはギンギラギンに電気はつける、物は高い、ある意味ではもの

すごく邪魔なものなのですが、どういうわけかこれを排除してしまうとお祭りがお祭

りではなくなりイベントが寂しくなると言うものです。特に夜になるとこれが際立っ

てきます。 
 露天商の人たちはイベントを求めて一年中旅をしています。この熊野の花火大会は

夏の行事の最後の方のものになります。これから先は秋祭りまで一息つくときです。 
 露天商は土方以上に天気に左右されます。熊野のように遠いところまで出かけてき



て、いや、スケジュールに入れていて台風でも近づけば天気が良くても伸びてしまい

ます。天候不順が続けば飯の食い上げになりかねません。経費などを考えればあの高

い商品も無理のない話しでしょうね。 
 熊野の花火では浜の出入り口が限られているので搬入搬出も結構大変です。当日の

朝には早い業者は準備に入ります。そんな関係もあり花火の決行、中止は朝６時には

決定されます。 
 管理される浜ではなく外に店を構える業者さんも多く居ます。外となると民有地を

借りないと出来ませんが、住宅地なのであまり使える土地はありません。それに、人

の流れと言うものがあるので場所による差もかなりあります。 
我が家の前は会場の中心なのですが、人の流れとかでは商売に向かないところもあ

ります。それでも借りに来る露天商の人が居ます。貸してあげて、雨模様になったり

してまるで売れていないと気の毒になります。ものすごい量の売れ残りを出すことも

ありますからね。 
 それにしても高いですね・・・  
Tags:熊野市 国道４２号線     by je2luz | 2006-08-12 09:54  

 

 

 

 

 

2006 年  08 月  13 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火大会 4  

 人口２万の熊野市がお盆の時期になると帰省者で人口 3 万くらいに膨れるようで

す。以前はもっともっと帰省する人が多かったのですが段々減ってきています。 
戦後一貫して続いた若い人の流出もその帰省者を生み出していたのですが、高度成

長時代に都会に出た人たちの世代では最早故郷には両親も居ない様になってきてい

ます。帰りたくても帰るところがないのです。 
 花火の日はたった一日で熊野、それも木本町とその周辺に７万から１０万に近い人

間が集まります。当然、それだけの人口を賄うように出来た町ではありません。 
 国道も４２号線、３１１号線、１６９号線、３０９号線など一杯熊野市に向かって

入ってきていますが、実態は木本町の入り口手前で国道４２号線に集約されています。

来客の多い松阪、名古屋方面は元々４２号です。更に、奈良、大阪方面から１６９号

を来た人も 10ｋＭ手前で４２号に合流してしまいます。途中から県道経由で迂回で

きますがそれに入ることを知っている人も少ないです。山越えに林道もありますがま

すます知る人は居ません。結局４２号線が午後になると停滞してしまいます。 
 ことしは木曜日なので目茶目茶な混み方は無いと思います。来年は金曜日とか・・・

すごい込みようが予想されます。 
 こんな込む時に時間が計算できる交通手段…鉄道です。混むのは混みますが、時間

は正確です。臨時列車が遅くまで運行されますからこれを使うのが一番です。 
 確保しにくい熊野市に駐車場を探すより、途中の尾鷲や紀伊長島など何処でもいい

から列車の走るところに確保してそこから列車に乗れば良いのです。紀勢線沿線で知

り合いが居れば遠くても絶対そこを利用すべきです。 



 快速  紀伊長島行き   21：51 
 普通  亀山行き     22：06 
 特急  松阪行き     22：42 
 急行  津        22：42 
 快速  尾鷲行き     22：56 
 普通  伊勢市行き    23：20 
 普通  尾鷲行き     23；37 
 特急  名古屋      23：48 
 普通  亀山        0；37 
 急行  四日市       0：50 
 普通  尾鷲        1：05 
 普通  伊勢市       1：38    特急・急行は全席指定です。 

 
 下り新宮方面雪は 21：46 から 0：30 まで出ていますが、23：26 以降のも

のには新宮からの接続はありません。かつては串本まで普通列車を出していた時代も

ありますが、いまでは新宮から先は西日本の管轄ですから文句は言えません。 
 これだけの臨時列車をここに振り分けるだけ、まだＪＲ東海にもジーゼル気動車が

残っているのですね。 

 

 これらの列車は駅前に集合場所を設けていてそこで待つようになっているようで

す。熊野市駅はとても列車何本も待ち合わせできるような駅舎でもホームでもありま

せんからね。 
 詳しくは東海旅客鉄道の方に問い合わせてください。普通列車ならその日にでも来

られます。 

 
 急行列車・・・懐かしい響きです・・・ 
 写真は特急の車両です。急行用の車両は最近見かけまっせん。 
Tags:熊野市 国道４２号線 紀勢東線      by je2luz | 2006-08-13 12:03  



2006 年  08 月  14 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火大会 5  

 熊野の花火はまさに伝統の花火大会です。起源は江戸時代に遡ると言われています。

お盆の送り火の一つとして始まったのだそうです。 
 ８月１７日と言うのは今のお盆休みと少しずれるので変更したいと思っても、今で

は全国津々浦々まで花火大会があり花火師さんもスケジュールが一杯でどうにもな

りません。地元の花火師さんだけでは到底出来ませんし、ずっとこのままでしょうね。 
 花火は夜のものです。しかし、交通事情もありお客さんは午前中から熊野入りして

きます。 
お昼過ぎになると随分増えてきますが、観光地の鬼ヶ城は会場側の方は鬼ヶ城大仕

掛けのため立ち入り禁止になっていて見物に行けません。 
普通の観光ルートの東口方面に行こうものなら徒歩以外は時間が計算できなくな

ります。つまり。時間つぶしの観光は出来ないのです。 
 こうしたお客さんを暑い最中におっぽり出すわけには行かないと企画したイベン

トが、『くまの郷土物産展』と『熊野花火音楽祭』です。音楽祭の方は色々中味は変

わっていますが、休憩所代わりに市民会館を開放しようと言うことから始まり、最初

は懐メロ会のリサイタルでした。 
一度花火が延びた時懐メロ会は予定通り１７日に開催して当日には出し物無しに

なったことがあります。その時は当時５００人ほどの会員を抱えていた熊野無線クラ

ブが急遽カラオケセットをセッティングしてお昼から５時過ぎまで会場の方の飛び

入りでカラオケ大会をやりました。勿論最初はサクラを使わないと申し込みはなかっ

たですが、会場参加型なので途中からは大変な盛況でした。市民会館クラスの大舞台

でスポットライトつきで歌える機会など素人にはないですからね。私もこんな機会は

無いと司会をやっていました。 

 



 物産展も定着していますが、物産振興会を立ち上げて開催しようとした時は『花

火の日なんか忙しいから出店できない』『店を閉めてお客さんの接待をしているのに

何で出店なんか』と言われ、出品者を集めるのに苦労しました。 
この日の物産展はお弁当以外絶対に赤字が予想されているからです。この夏の日に

干物を買って会場の焼け入って夜になっても暖かい砂利浜に持って行けば確実に腐

ります。かまぼことて同じです。それでも、お客さんの時間つぶしには必要だし、ほ

んの少しは宣伝効果もあるだろと開催にこぎつけ今も続いています。 
こちらの方も今は関係なくなっていますが、当初は毎年出店をして夕方まで店番を

していました。 
 ともに熊野市駅を出て左に行った記念通り、市民会館で行われます。途中にはスー

パー・オークワがありここもクーラーが効いています。 
 あと、クーラーが聞いてただの所は市役所でしょうね。熊野市駅から真直ぐ 150
ｍです。今年は平日ですから営業しています。駅の反対側のジャスコも毎年休憩する

人で満杯になるようです。駐車場によってはそちらが便利かもしれません。 

 
Tags:熊野市 紀勢東線 モノクロ    by je2luz | 2006-08-14 10:5 

 

 

 

 

2006 年  08 月  15 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火大会 延期  

 用意万端整ってきています。 
 しかし・・・・ 
 台風が沖合いにいます。まだ海も静かで空は晴れ渡っていますが、影響を受けない

わけには行かないところにいます。天気予報でも１７日くらいからしばらくは台風の

影響とかで雨が続くとか・・・ 
 延期の可能性が出てきました。 
 普通の雨の場合は、順延と言うことになるのですが、台風の場合は通過してからと

いうことになります。 
 ここまで書いたところで『広報熊野』の放送が始まり 
 『台風接近のため１７日は中止、８月２２日火曜日に延期になりました』 
 と、放送が流れ始めました。 
 こと左様に台風には弱いのです。 
 さて、困ったことに桟敷が堤防上にくみ上げられています。台風の進路によっては

桟敷の床板などが強風で飛ぶ可能性が出てきました。骨組みは波でも越さない限り大

丈夫でしょうが仮止めした程度、若しくは並べただけのベニヤ板は風に煽られると何

処まででも飛びます。凶器に変わります。昔と違い海に面した家が設置しているので

はなく、自分の身が危険にさらされない人のものだけにこうした時の対処がきちんと

されません。 
 我が家もこの海に面し、目の前に桟敷が組まれています。 
 先日も台風に危険があったのですが豆台風で無事でしたが、これで二回目です。 



 
 延期になったので熊野大花火大会も観客は激減です。 
 今から計画しても充分ですよ。 
 国道４２号線は空っぽに近く、駐車場も空き空きでしょうから、２２日の火曜日の

夜、暇であくる日が休める方はぜひおいでください。 

 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ     by je2luz | 2006-08-15 12:36 | 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年  08 月  17 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火大会 6  

 花火が延期なりましたが、本来は今日行われるはずでした。 
 台風は西に向かい九州を伺っているようです。 
 小さな台風で尚且つコースから外れているので、比較的静かです。雨も昨日の夜少

し降りましたが、基本的には薄日が差しています。 
 予想が外れたように見えますが、海のほうはまだうねりがあり鬼ヶ城に仕掛けを置

くのは無理なようです。 



 

この写真では良く見えませんが、この磯に尺玉などを直置きして爆発させるのです。

地面で爆発するので衝撃はそのまま地面を走ってこちら側に伝わります。音と爆風は

後の洞穴が反響板になって跳ね返ってきます。だから、家まで揺れることになるので

す。この音？衝撃波？を体験したくて熊野大花火に遠方から毎年来る人が居るのです。

ほかでは味わえないまさに衝撃の体験です。 

 
 上の写真の部分拡大です。 
 花火師さんも今回の台風はさほど大きくないと読んでここに仕掛ける花火を上の

段の洞穴部分に持ち込んであります。本当に大きな台風であればこんなところにおい

ておいたら高波で流されてしまいます。 
 こんな場所での仕掛けであり、見物席は熊野灘の波を直接受ける砂浜ですから、例

え小さな台風でも出来てしまうと開催が困難になるのです。 
 開催予定は２２日火曜日です。１９日までに台風が出来ないことを祈ります。  
Tags:熊野市              by je2luz | 2006-08-17 11:20 



2006 年  08 月  18 日  

熊野の旅 真夏のイベント 熊野大花火 後４日  

 台風で大幅に延期された熊野大花火まであと４日もあります。まだ次の台風の発生

は報じられていないので次は無事に行われると思います。 
 昔は花火になると三脚を立ててまじめに撮影したものですが、近年は真面目にやら

なくなっています。毎年庭先でやるので慣れっこになってしまっているからでしょう

ね。 
 今年はデジタルカメラでも真面目に撮ってみようかと思い少しいじってみました。 
 私のデジタルカメラは入門機の中古ですから多重露光なんてついていませんね。一

応マニュアル露光が付いているのでシャッター速度をどんどん落としていっても肝

心のバルブが無いようです。最高４秒くらいの長時間露光は可能なようです。 
 ４秒と言う時間は随分と長いものです。家の前の国道でテストしてみましたは､時

速４０Km にも満たない車のライトが画面一杯に伸びます。それでも単発の花火は一

発しか入らない勘定です。かといって仕掛けの裏打ちでは画面中星だらけになってし

まいます。 
 普通のカメラの速度変更のようにダイアルくるくると言うわけにも行かず、バルブ

のようにレンズを手で蓋することも出来ず…げに、オートマティックのカメラとは不

便なものですね。 
 フィルムで撮るとポジの場合は一週間は結果が出るまでかかります。デジタルカメ

ラならその場で分かります。失敗してもやり直しが効きます。ネット用にはやはり便

利です。 

 



 三脚に載せないとやはりぶれます。小型デジタルカメラ程度ならほそーいやつで上

等です。『細くて軽いのはゆれる』と本には書かれているしマニアも言います。まる

で役に立たないがごとくに…そのくせ、同じ本に柱に寄りかかって、とか手すりに置

いた状態でなどと書いてあります。その状態よりは細くても三脚の方がましです。無

くては話になりません。ポルシェで無く軽四輪でも十分なのと同じです。杖代わりに

なる一脚なんてのもあります。 
 花火見物で写真も撮って帰りたい方はぜひ小さくても三脚を持ってきてください。 
 ２２日はチャンスですよ。三脚を立てるスペースが確保できるでしょうからね。ち

なみに、三尺玉の海上自爆は大きすぎて標準レンズでは入りませんよ。普通のデジタ

ルカメラではきついでしょうね。フィルムカメラなら２８ｍｍ以下のワイドも用意し

てください。熊野の花火は観客席と花火がやたらと近いですからね。 

 
Tags:国道４２号線 熊野市     by je2luz | 2006-08-18 12:28 

 

 

 

 

2006 年  08 月  20 日  

熊野の旅 熊野路には秋が来ています  

 猛暑が続いています。 
 いくら暑くても熊野大花火（木本の花火）が終わると涼しくなる・・・と言われて

います。 
 確かに、八月も半ばを過ぎてくると夜の気温はかなり下がってきます。今年の立秋

は８月８日でした。とてもその頃に『秋が立った』などとは思えませんが、それから

たった十日ほどで朝夕に秋が感じられるようになります。 
 今年は花火が１７日から２２日に延期なりました。と言うことは・・・『木本の花

火』がまだ終わっていないのですから涼しくなくても当たり前なのでしょうかね？ 
 街中がいくら暑かろうと、ちょいと郊外？？？に行くと、もう秋が一杯です。 
台風の被害を免れるためもあって稲の作付けがものすごく早くなっていますので、

お盆が過ぎると稲刈りが始まります。この暑いさなかに稲刈りです。 
昔のように鎌を持って稲の足元にしゃがみ込んで一株一株刈り取るのだったら、こ

の時期に稲刈りをすることはまさに灼熱地獄で働くようなものですが、今の稲刈りは

機械でほとんどやってくれますから、救われています。 
９月中頃になると田圃は一見冬景色になってしまいます。季節が前倒しになってし

まいました。 
 ハザ掛けした稲に霜が降りるなんて、田舎の秋の風物詩は遠いものになっています。

赤とんぼが舞うまでに稲がなくなる田圃がほとんどですね。 
 『稲刈り』はもはや晩夏の季語になるはずですが、歌詠み人の頭では何時まで経っ

ても晩秋の風景が浮かぶのでしょうね。 
 『丸山千枚田』もそろそろ色づいてきた頃だと思います。あそこは田植えも少し遅

いですから、刈り取りも少し遅いのでしょうね。ただ、遅れると稲はないし…早すぎ



ると稲穂がたれていないし…何度も出かけるにはガソリンが高いし… 
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2006 年  08 月  21 日  

熊野の旅 熊野大花火と天理教  

 延期された熊野大花火大会も明日行われます。台風の発生も無く海も穏やかなので、

海上自爆も鬼ヶ城大仕掛けも所定のように行えると思います。 
 ほんの少しの延期ですが、この時期になると一日一日と夜は涼しくなります。よほ

ど暑い日が回らない限り割と涼しい花火見物になるでしょう。 
 この延期で、見物客は半減するでしょうね。それに、豪華客船での花火見物も無い

のではないかと思います。今年も『飛鳥』あたりが沖に停泊して熊野の花火を見る予

定になっていたはずですが、単に熊野の花火のためのクルーズではなく夏休みの沖縄

ツアーも兼ねたものだったと思いますから… 
 このようにこうした延期は花火を楽しみにした帰省客から始まり、近隣の花火好き、

遠くからの団体や個人客、更には豪華客船のたびにまで影響を与えます。クルーズは

台風の最中になったのでそれ自体がどうなったのか分かりませんが… 
 今年はこうした状況で見物客は５万人来るか来ないかでしょうが、浜に出て見物す

るお客さんの残すゴミはものすごい量です。堤防の出口、国道４２号線まで持ち出し

てくれるようにという放送は繰り返されますが、この公共の場所へのゴミの放置は全

然なくなりません。家まで持って帰れとは言わないのですがね… 
他人様のゴミは汚く思えるでしょうが自分の座ったもの、自分の食べたカスなのに

…見ていると、これは年齢にあまり関係ないように思われます。浴衣を着たギャルと

か飛んじゃってる若い衆がゴミを持って出てくるのに、ちゃんとしたような風体の大



人が手ブラで出てきます。その家庭を象徴しているような光景です。 
 この広い範囲に散乱した膨大なゴミの回収はその晩のうちに行われます。こんな作

業はとても行政にやれるものではありません。地元の『天理教南紀大教会』の信者の

人がが昔からやってくれます。これに信者以外の有志の方も加わり、その晩のうちに

浜はきれいになります。 
 あくる日の昼になるまで置けば風で飛んで海に入るゴミが増えますし、日が昇れば

暑くて仕事になりません。しかし、長年、この作業をやってくれると言うことはあり

がたいことです。 
 既成の宗教法人の社会活動がほとんど無い時代に、天理教の『日の寄進』の活動は

貴重なものに見えます。この地方は天理に近いからか、天理教の信者も多いところで

すが、花火の後に浜がきれいになるのはこの活動のお陰です。 
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